
作
者

鮎
川
信
夫

　

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
～
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
。
詩
人
・
翻

訳
者
・
評
論
家
。
本
名
、
上
村
隆
一
。
東
京
市
小
石
川
区
（
現
・
文
京
区
）

に
生
ま
れ
る
。
父
・
上
村
藤
若
は
啓
蒙
雑
誌
や
書
籍
の
刊
行
を
手
が
け
る
事

業
家
で
、
郷
里
で
あ
る
福
井
県
石
徹
白
村
（
現
・
岐
阜
県
郡
上
市
白
鳥
町
石

徹
白
）
の
名
士
と
し
て
、
地
縁
共
同
体
や
農
村
の
振
興
を
標
榜
し
て
い
た
。

東
京
に
育
ち
都
会
の
自
由
な
空
気
を
好
ん
だ
鮎
川
は
、
時
に
父
親
の
出
版
業

を
手
伝
い
な
が
ら
も
思
想
面
で
の
軋
轢
を
感
じ
つ
つ
成
長
す
る
。

　

昭
和
八
年
、
淀
橋
区
戸
山
小
学
校
を
卒
業
、
早
稲
田
中
学
に
入
学
。
中
学

時
代
に
は
萩
原
朔
太
郎
や
生
田
春
月
の
詩
に
耽
溺
す
る
が
、
こ
う
し
た
抒
情

詩
か
ら
の
離
脱
は
早
か
っ
た
。
昭
和
十
二
年
、
早
稲
田
第
一
高
等
学
院
に
入

学
。
こ
の
年
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
て
書
い
た
詩
が
文
芸
誌
『
若

草
』
の
投
稿
欄
に
次
々
と
採
用
・
掲
載
さ
れ
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
中
桐

雅
夫
や
衣
更
着
信
ら
同
年
代
の
若
手
詩
人
た
ち
と
知
り
合
い
、
詩
誌

『LU
N

A

』
に
参
加
。『LU

N
A

』
は
後
に
『LE BAL

』
と
誌
名
を
変
え
、

北
村
太
郎
や
田
村
隆
一
、
三
好
豊
一
郎
ら
が
加
入
。
若
い
世
代
に
ふ
さ
わ
し

い
清
新
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
追
究
す
る
方
向
性
を
共
有
し
、
後
に
戦
後
詩
を
領

導
す
る
「
荒
地
」
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
主
要
な
メ
ン
バ
ー
が
こ
こ
に
集
ま

っ
た
。

　

昭
和
十
四
年
、
早
稲
田
高
等
学
院
の
仲
間
た
ち
と
同
人
誌
『
荒
地
』（
第

一
次
）
を
創
刊
。
こ
の
『
荒
地
』
や
『LE BAL

』
の
仲
間
た
ち
と
、
夜
ご

と
新
宿
の
繁
華
街
で
議
論
を
交
わ
し
、
文
学
的
な
自
己
形
成
を
お
こ
な
っ
た

日
々
が
、
鮎
川
の
生
涯
続
く
詩
人
と
し
て
の
原
風
景
と
な
る
。
ま
た
『
新
領

土
』
や
『
文
芸
汎
論
』
な
ど
に
も
詩
を
発
表
し
て
地
歩
を
固
め
る
一
方
で
、

時
局
に
圧
迫
さ
れ
る
詩
壇
の
状
況
か
ら
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
の
限
界
を
も
意
識

す
る
よ
う
に
な
る
。

　

昭
和
十
五
年
、
早
稲
田
大
学
英
文
科
に
入
学
。
緊
迫
感
を
増
す
時
代
状
況

の
中
で
、
才
気
あ
る
詩
友
の
う
ち
牧
野
虚
太
郎
（
病
死
）
や
森
川
義
信
（
戦

病
死
）
ら
を
失
う
。
鮎
川
自
身
も
昭
和
十
七
年
に
繰
り
上
げ
卒
業
と
な
り
入

営
、
ス
マ
ト
ラ
へ
赴
く
が
、
昭
和
十
九
年
、
肺
結
核
に
よ
り
病
院
船
で
帰
国
。

父
の
郷
里
の
石
徹
白
で
終
戦
を
迎
え
る
。

　

昭
和
二
十
二
年
、
旧
『LE BAL

』
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
第
二
次
『
荒

地
』
を
創
刊
。
戦
前
・
戦
中
に
す
で
に
磨
か
れ
て
い
た
詩
的
技
術
や
Ｔ
・

Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
素
養
に
基
づ
い
て
、
現
代
文
明

社
会
の
苦
悩
や
絶
望
を
打
ち
出
す
「
荒
地
」
の
詩
風
は
、
一
部
で
は
気
取
っ

た
観
念
的
な
詩
と
い
う
批
判
に
さ
ら
さ
れ
つ
つ
も
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

な
か
で
も
鮎
川
は
実
作
と
同
時
に
詩
論
に
お
い
て
も
グ
ル
ー
プ
の
支
柱
と
な

り
、
時
局
に
対
し
て
有
力
な
抵
抗
が
で
き
ず
言
語
遊
戯
に
堕
し
た
従
来
の
モ

ダ
ニ
ズ
ム
を
批
判
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
新
た
な
戦
後
詩
の
創
出
の
た
め
の

論
陣
を
張
っ
た
。

　

昭
和
二
十
八
年
、
第
五
福
竜
丸
被
爆
事
件
が
起
こ
る
と
、
全
国
の
詩
人
た

ち
が
反
戦
反
核
を
唱
え
る
中
、
鮎
川
は
こ
う
し
た
集
団
的
な
主
題
の
選
択
を
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批
判
し
大
き
な
論
争
に
発
展
す
る
（「
死
の
灰
詩
集
論
争
」）。
戦
意
高
揚
の

た
め
の
戦
争
詩
を
量
産
し
た
年
長
世
代
が
、
そ
の
ま
ま
の
方
法
論
で
反
戦
平

和
の
詩
を
書
く
こ
と
を
指
弾
し
た
鮎
川
の
主
張
は
、
戦
後
初
期
か
ら
の
戦
争

責
任
追
及
と
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
詩
に
お
け
る
社
会
的
責
任
の
あ
り
方

に
つ
い
て
一
貫
し
て
問
題
提
起
し
続
け
た
と
言
え
よ
う
。

　

晩
年
に
い
た
る
ま
で
国
内
外
へ
の
政
治
的
関
心
が
高
く
、
時
事
評
論
家
と

し
て
も
活
躍
。
コ
ラ
ム
や
評
論
の
ほ
か
、
エ
ラ
リ
ー
・
ク
イ
ー
ン
な
ど
海
外

ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
の
翻
訳
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

出
典

　

本
文
は
「
鮎
川
信
夫
著
作
集
3
」（
思
潮
社　

昭
五
十
）
に
よ
っ
た
。

　

初
出
は
「
詩
と
生
活
感
情
」、
ジ
ュ
ニ
ア
そ
れ
い
ゆ
臨
時
増
刊
『
芸
術
入

門
』（
ひ
ま
わ
り
社　

昭
和
三
十
）。
初
刊
は
鮎
川
信
夫
・
疋
田
寛
吉
『
抒
情

詩
の
た
め
の
ノ
ー
ト
』（
ひ
ま
わ
り
社　

昭
和
三
十
二
）、
後
に
そ
の
増
補
新

装
版
に
あ
た
る
『
日
本
の
抒
情
詩
』（
思
潮
社　

昭
和
四
十
三
）
に
収
録
。

そ
の
後
、
著
者
で
あ
る
鮎
川
の
意
向
を
交
え
て
さ
ら
に
再
編
集
さ
れ
た
形
で

「
著
作
集
」
に
収
録
。

解
説

　

従
来
、
鮎
川
信
夫
と
い
え
ば
戦
中
派
世
代
の
「
遺
言
執
行
人
」（
鮎
川
の

詩
篇
「
死
ん
だ
男
」
の
中
の
詩
句
）
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
そ
の
こ
と

が
鮎
川
の
評
価
を
大
き
く
左
右
し
て
き
た
。
戦
死
者
を
忘
れ
ま
い
と
す
る
態

度
が
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
、
詩
が
平
和
教
材
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
一

方
で
、
日
本
人
の
戦
友
を
悼
み
連
帯
し
よ
う
と
す
る
あ
り
方
が
、
そ
れ
以
外

の
他
者
を
排
除
す
る
「
国
民
的
友
愛
原
理
」
で
あ
る
と
す
る
観
点
か
ら
の
批

判
（
酒
井
直
樹
・
坪
井
秀
人
「
複
数
の
「
戦
後
」
へ
と
働
き
か
け
る
思
考

へ
」『
現
代
詩
手
帖
』
平
十
三
・
十
一
）
も
、
現
在
ま
で
根
強
く
続
い
て
い

る
。
戦
後
、
詩
や
詩
論
を
通
し
て
直
接
的
に
戦
争
認
識
を
表
明
し
た
詩
人
で

あ
る
だ
け
に
、
論
じ
手
の
政
治
的
立
場
に
よ
っ
て
評
価
が
分
か
れ
や
す
く
、

教
室
で
の
鑑
賞
お
よ
び
体
系
的
な
教
材
研
究
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
詩
人

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

た
だ
し
鮎
川
が
戦
後
の
代
表
的
詩
人
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
直
接

的
な
戦
争
責
任
や
戦
争
認
識
に
か
か
わ
る
文
脈
の
み
を
根
拠
と
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
殺
伐
た
る
現
代
社
会
を
生
き
る
人
間
に
と
っ
て
詩
と
は
何
か
、
と

い
う
根
本
的
な
問
い
を
、
二
度
に
わ
た
る
悲
惨
な
世
界
大
戦
の
文
脈
を
ふ
ま

え
て
考
究
し
、
詩
論
と
い
う
形
で
幅
広
い
読
者
に
向
け
て
発
信
し
た
こ
と
も

ま
た
、
後
続
の
世
代
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
所
以
で
あ
っ
た
。

　

本
教
科
書
で
は
、
鮎
川
が
若
い
世
代
の
読
者
へ
向
け
て
書
い
た
そ
う
し
た

詩
論
の
中
か
ら
、
読
者
各
人
の
生
を
支
え
る
詩
へ
の
希
望
に
関
し
て
述
べ
た

箇
所
を
収
録
し
た
。
本
文
中
で
鮎
川
は
、
人
間
に
と
っ
て
の
〈
救
い
〉
と
は

常
に
「
瞬
間
的
な
も
の
」
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
さ
え
あ
れ
ば

絶
対
的
に
救
わ
れ
る
、
と
言
え
る
よ
う
な
希
望
は
こ
の
世
に
は
な
い
、
と
い

う
冷
徹
な
認
識
を
示
し
た
う
え
で
、
人
生
に
何
度
で
も
訪
れ
る
苦
痛
や
困
難

を
乗
り
越
え
て
生
き
続
け
て
ほ
し
い
、
と
い
う
読
者
へ
の
真
率
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
な
っ
て
い
る
。
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参
考
文
献

　

鮎
川
に
関
わ
る
参
考
文
献
は
数
多
い
が
、
本
教
材
の
趣
旨
に
即
し
て
「
解

説
」
に
述
べ
た
こ
と
と
関
わ
る
基
礎
文
献
を
挙
げ
る
。
全
般
的
な
伝
記
的
事

項
や
書
誌
に
関
し
て
は
牟
礼
慶
子
「
路
上
の
た
ま
し
い
」（
思
潮
社
、
平
四
）

お
よ
び
「
鮎
川
信
夫
か
ら
の
贈
り
も
の
」（
思
潮
社
、
平
十
五
）
が
詳
し
い
。

九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
相
次
い
だ
鮎
川
批
判
に
関
し
て
は
、

酒
井
直
樹
・
坪
井
秀
人
「
複
数
の
「
戦
後
」
へ
と
働
き
か
け
る
思
考
へ
」

（
既
出
・「
鑑
賞
」
参
照
）
の
ほ
か
、
絓
秀
実
「
詩
的
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
舞
台
」

（
思
潮
社
、
平
二
）
や
野
村
喜
和
夫
・
城
戸
朱
理
編
「
討
議
戦
後
詩
」（
思
潮

社
、
平
九
）
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
動
向
を
含
め
、
鮎
川
評

価
の
変
遷
と
問
題
点
に
関
し
て
は
、
田
口
麻
奈
「〈
空
白
〉
の
根
底　

鮎
川

信
夫
と
日
本
戦
後
詩
」（
思
潮
社
、
平
三
十
一
）
所
収
「
序
論

─
研
究

史
・
問
題
点
・
展
望
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

生
徒
が
手
に
取
り
や
す
い
鮎
川
の
詩
篇
・
詩
論
に
関
し
て
は
、
現
代
詩
文

庫
「
鮎
川
信
夫
詩
集
」・「
続
鮎
川
信
夫
詩
集
」・「
続
続
鮎
川
信
夫
詩
集
」

（
い
ず
れ
も
思
潮
社
、
昭
四
十
三
・
平
六
・
平
十
）
や
、
詩
の
森
文
庫
「
現

代
詩
と
の
出
合
い
」（
思
潮
社　

平
十
八
）
な
ど
が
あ
る
。
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